
平成３０年度の通学路安全対策実施予定箇所及び対策方針一覧表 別紙５

番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 集落
重点
箇所

対策案 備考

番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 集落
重点
箇所

対策案 備考

番号 路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 集落
重点
箇所

対策案 備考

河川の補修に併せて、県がグレーチングを設置する予定（建設課）
防犯灯については、既設のものがあり、増設については地域の要望等をふ
まえて検討（町民生活課）

c-2 町道　阿賀・東西町線 四季～谷川
峰バス停付近の安全対策
①速度規制表示　　②ガードレール設置

四季

速度規制表示は、効果は期待できないため、現状維持（企画政策課）
ガードレールの設置は、危険性が増すおそれがあるため設置しない。（建設
課）
峰バス停の移転について検討（企画政策課）

県道側の防犯灯設置については、平成30年度に実施予定（町民生活課）
町道側の防犯灯設置については、現状では困難。今後通学路全体での設置を検討
（町民生活課）

b-5 町道　江原・八金・馬佐良線 金ケ崎地内 水路へのグレーチングの設置 金ケ崎

b-4
町道　旧電車道線
県道　溝口伯太線

【a 対策済の箇所】

【b 対策中（対策予定）の箇所】

b-3 町道　千足4号線 ルーラルタウン
ルーラルタウン付近の安全対策
①徐行等注意表示　②横断歩道の設置

ルーラルタウン

平成30年度に設置済み（企画政策課）a-1 町道　阿賀・東西町線 柏尾 通学路案内看板の設置 協議会

H30年度に速度制限に関する道路標示を行う予定（企画政策課）
通学路の見直しを実施（教育委員会）

下阿賀地内 防犯灯の設置（2か所） 下阿賀

H30年度に道路に標示を行う予定（企画政策課）
工業団地の業者に従業員の安全運転（減速）を依頼（教育委員会）

c-1 町道　三本木・阿賀・柏尾線 三本木～柏尾 法勝寺川土手の照明設置 東西町

b-2 町道　下阿賀・北方・猪小路線 北方 徐行看板等設置 北方

河川管理上、現状での照明設置は困難（日野川河川事務所）
通学路の変更等、別の対策を検討（教育委員会）

c-3 県道　溝口伯太線 大国橋付近 道路照明の設置 原

田住地内 横断歩道の新設 田住

百田橋～サワダ鉄工所付近 徐行等注意標識等の設置 宮前二区

カーブミラーの移設 宮前二区

現状の交通量を勘案すると現時点での設置は困難　横断歩道設置の予定
があるため、設置後に交通量等を勘案し設置について検討（県土整備局）
通学路は、橋の下側を通行するため、現状維持（教育委員会）

天萬地内 平成30年度にミラーの見通しを良くする対策を実施予定（企画政策課）b-6 町道　天萬線支－１

【c 検討中の箇所】

c-5 県道　市山伯耆大山停車場線

速度規制表示は、効果が期待できないため、実施しない。（企画政策課）
道路のラインをひき直しを道路管理者で検討（建設課）

横断歩道の設置は、道路の形状から危険と判断されるので困難（県警）
通学路の変更等を検討（教育委員会）

c-6 町道　諸木線支－３ 諸木地内 集落入口付近の道路の拡幅 諸木
通学路の安全対策として、擦れ違いの際に車等が確認できるようカーブミ
ラーの設置を検討（企画政策課）

c-4 町道　宮前諸木1号線

b-1 県道　溝口伯太線 寺内～清水川 歩道の設置 協議会 歩道設置に向けた予算要求を行う。（県土整備局）
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側溝のフタの取換は道路管理でなく、各世帯で行なっていただくべきもので
あり、現状維持（建設課）

d-1 県道　溝口伯太線

d-5

法勝寺地内 町道側溝への蓋の設置 法勝寺5区

県道　溝口伯太線 宮前二区地内 ガードパイプの補修・点検 宮前二区

d-7 町道　荻名線

速度規制表示を設置しても、あまり効果は期待できないため、現状維持（企
画政策課）

d-3 県道　西伯根雨線 今長地内 今長地内の県道に徐行等注意表示の追加 今長

d-4 町道　宮尾1号線 福里～天萬 「トマレ」標示の追加 天萬 四方を「トマレ」とするとかえって危険であると判断し、現状維持（企画政策課）

d-6 県道　米子岸本線 諸木地内 道路照明の設置 諸木

【d 現状維持（当面は実施できない）の箇所】

d-2 町道　法勝寺宿線

横断歩道の場所でないこと及び交通量を勘案し、設置は困難（県土整備局）北方 防犯灯（道路照明）の設置 北方

県において、定期的に点検・補修を実施しており、継続実施（県土整備局）

横断歩道の場所でないこと及び交通量を勘案し、設置は困難（県土整備局）
要望内容が道路入口の明確化のための要望であるため、通学路としては対
策しない。（教育委員会）

縄平地内 防犯灯の設置（2か所） 縄平
設置可能な電柱が山林の樹木で隠れるため、現状で設置しても効果が得ら
れない。山林整備ができた後に改めて検討（町民生活課）


